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高精細かつ高速な三次元観察を実現するためには、エネルギー広がりの小さい大強度のＸ線が

不可欠である。そこで、二結晶分光器に比べて 3 桁以上スループットの高い金属フィルターを用

いた準単色化に着目し、各種金属膜及び気体フィルターにおける分光特性の評価と、準単色Ｘ線

CTへの適用を試みた。 

分光特性の評価は佐賀 LS の BL-07 上流白色ハッチにおいて、シリコン単結晶のＸ線回折

（Si(220)）を用いて行った。散乱 X 線の影響を取り除くために結晶には非対称結晶（2 度）を使

用し、回折 X線は開口幅 0.5 mmのス

リットを設けたイオンチャンバーで

計測した。図１にω－２θスキャンに

よって取得した、フィルターなし、Al

フィルター0.5 mm及び Cuフィルター

0.1 mm + Alフィルター0.5 mmにおけ

る放射光のエネルギー分布を示す。中

心エネルギーを 14, 17, 24 keVに変更

可能で、バンド幅は±5 keV程度であ

ることがわかる。 

図 2 には低エネルギー（Al (0.5 

mm)+Zr(0.08 mm)）及び高エネルギー

（Al(0.5 mm)+Cu (0.3 mm)）フィルタ

ーを用いて計測した電解コンデンサ

ーの断面像（中心近傍）を示す（露光

時間 0.02 s及び 0.5 s、1000投影）。低

エネルギーの断面像では電解紙をよ

り鮮明に描出できている。今後は本光

源を利用して、高速撮像を試みると同

時にマルチエネルギーCT などの検討

も行う予定である。 

 

FFFig.2 Sectional images of center area of electrolytic capacitor 

using high-energy filter (left) and low-energy filter (right). 

FFFig.1 Energy distribution of SR filtered by metallic filters. 
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